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あ
だ
ち
環
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ア
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日時 6 月19日(土) 、20日(日)

午前10時～ 午後4 時
第1 会場
教育研究所【旧 教育センター】

第2 会場

竹の塚第六公園野球場

諡顋 馴 靡 嚮 ま 窯 旨 諡
溜 瑟 嚮 ま之 綴 窯 澀 昌
神 郷 両吟吟声 呼 帶y 湘雎舩
○ 催しものプログラム ※ 天候等により内容を変更することがあります

※ 開会式は19日午前9 時30分から第1 会場で行います。
○ 遊びのプ ログラム

○ パネルや 写真による 展示

※駐車場が使えませんので車での来珊は御遠慮ください

遊びに きて ネ!

まってるョ! !

あ だち 環境フェ ア' 93についての お問い合わせは

水と 緑の公社へ 　( 3838) 8126

家
族
で
環
境
に
関
心
を

三
井

元
子
さ
ん

(
綾
瀬
一
丁
目
)

7
年
前
か
ら
消
費
者
グ
ル
ー
プ

「
せ
せ
ら
ぎ
」
で
、
生
活
排
水
な
ど

の
身
近
か
な
環
境
問
題
を
考
え
、
学

習
会
や
実
験
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

今
年
4
月
に
は
、
私
た
ち
も
き
め

ぼ
内
で
ご
み
・
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
の
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る

グ
ル
ー
プ
や
個
人
が
集
ま
り
、
よ
り

大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
活
動

の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

環
境
問
題
は
グ
ル
ー
プ
や
家
族
な

ど
で
よ
り
多
く
の
人
が
関
心
を
持
つ

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は

子
ど
も
た
ち
に
話
を
す
る
と
き
「
川

や
蘖
花
を
兒
て
な
に
か
お
か
し
い

な
?
変
わ
っ
た
な
9
・
つ
て
思
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
ら
大
人
に
も
教
え
て

ね
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
に
も
で
き
る
リ
サ
イ
ク
ル
と
し

て
、
使
わ
な
い
文
房
具
な
ど
を
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
し
た
り
す
る

な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
一
緒
に
環
境
に

つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
家
族
で
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

れ
ば
、
環
境
に
や
さ
し
い
吁
動
か
よ

り
実
践
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま

す
。

子どもフェスティバル
あだち発『遊び・学び』の夢列車

日 時6 月20 日( 日)

午前9 時～午後4 時

場所 エル・ソフィア
梅島小学校

6
月
2
0日
、
午
前
9
時
、
了
ど
も
の

「
遊
び
・
学
び
」
の
心
を
乗
せ
て
、
ゆ

め
列
車
が
出
発
し
ま
す
。

子
ど
も
は
、
遊
び
を
通
し
て
、
様
々

な
能
力
を
養
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
子
ど
も

の
遊
び
の
大
切
さ
を
発
見
し
、
地
域
に

遊
び
・
学
び
の
場
を
広
げ
る
た
め
の
祭

典
で
す
。
い
ろ
い
ろ
と
楽
し
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

主
催
―
足
立
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会

足
立
区
少
年
団
体
連
合

協
議
会
、
足
立
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
足
立

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
)

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
少
年
育
成
係

昔
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

主な予定プログラム
※ 印のついたものは午前～午後に実施

● 毎月1 日( EXP) ・5 日・15日・25日発行
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くらしの情

報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
　千住本庁舎以外へのお問い合わせはそ

れぞれの電話番号へ。

情
報
公
開

区
の
刊
行
物
を
販
売 　

区
で
作
威
し
た
い
ろ
い
ろ
な
刊
行
物
を

、
区
政
資
料
室
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
販
売
し
て
い
る
物
は
、
表
1
の
と
お

り
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
問

先
=
千
住
本
庁
舎
・
情
報
公
開
課
/
中
央

本
庁
舎
・
情
報
公
開
課
分
室
豐
(
3
8
8

0
)
5
0
0
1

表1　主な有償刊行物一覧表

年
金

学
生
の
方
へ

国
民
年
金
加
入
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か

　
平
成
3
年
4
月
1
日
か
ら
2
0
歳
以
上

の
学
生
の
方
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
2
0
歳
か
ら
国
民
年

金
に
加
入
し
て
6
0
歳
ま
で
4
0
年
間
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
、
6
5
歳
か
ら

満
額
の
年
金
受
給
資
格
が
確
保
さ
れ
ま
す

。
ホ
ペ
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
づ
て
障
害

者
に
な
っ
た
と
き
は
、
障
害
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。
加
入
手
続

き
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
近
く
の
区
民

事
務
所
ま
た
は
、
国
民
年
金
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
加
入
・
;
中

央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

免
除
…
保
険
料
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

税
金

ご
存
じ
で
す
か

前
納
報
奨
金
制
度

　
特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
普
通
徴
収
分
は

、
6
月
3
0
日
ま
で
に
一
度
に
年
税
額
を
納

め
る
と
、
前
納
報
奨
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

金
額
は
全
期
前
納
用
納
付
書
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
(
第
4
期
分
の
1
0
%
に
相
当
す
る

額
で
2
万
5
千
円
限
度
)
。
納
め
る
と
き
は

、
か
な
ら
ず
「
全
期
前
納
用
納
付
書
」
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
(
あ
ら
か
じ
め
報
償
金
額
は

差
し
引
い
て
あ
り
ま
す
)
。
納
付
=
各
金
融

機
関
・
区
民
事
務
所
・
納
税
課
窓
口
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
収
納
係

`
一
一
(
3
8
8
0
)
5
1
0
9

特
別
区
民
税
・
都
民
税

納
税
通
知
書
を
発
送

　
個
人
で
直
接
特
別
区
民
税
・
都
民
税

を
納
め
て
い
た
だ
く
方
に
。
平
成
5
年

度
分
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
し
た

。
第
1
期
分
の
納
期
限
は
6
月
3
0
日

で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
恚
冫
贏
を
付

け
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
を
利
用
し
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
お
申
し
込
み
の

あ
り
ま
し
た
金
融
機
関
に
直
接
振
り
替

え
の
手
続
き
を
と
り
ま
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
課
税
課

さ
(
3
8
8
0
)
5
0
8
1

教
育

足
立
区
奨
学
生

募
集
中

　
平
成
6
年
4
月
か
ら
の
足
立
区
奨
学
生

(
採
用
候
補
者
)
岑
寡
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
=
次
の
要
件
を
f
べ
て
満
た
し
て
い

る
方
/
足
立
区
内
に
引
き
続
き
1
年
以
上

居
住
し
て
い
る
/
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
が
困
難
で
同
種
の
学
資
金
を
ほ
か
か
ら

借
り
受
け
て
い
な

い
/
都
内
ま
た
は
通
学
可
能
な
近
県
に
所

在
す
る
大
学
・
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学

校
・
専
修
学
校
(
修
業
年
限
2
年
以
上
の

専
門
課
程
お
よ
び
t
(
学
入
学
資
格
を
得

ら
れ
る
修
業
年
限
3
年
以
上
の
高
等
課
程

)
に
入
学
を
予
定
し
て
い
る
　
(
在
学
中

も
弓
/
学
業
成
績
が
良
好
で
心
身
と
も
に

健
全
で
あ
る
定
員
・
貸
付
額
=
表
2
の
と

お
り
申
込
9
区
立
中
学
校
3
年
生
は
各
中

学
校
/
そ
の
他
の
方
は
学
務
第
二
課
振
興

係
期
間
=
6
月
1
0
日
～
3
0
日
間
先
=

千
住
本
庁
舎
・
学
務
第
二
課
振
興
係

表2　足立区奨学生募集予定人員と貸付額

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

お
母
さ
ん
、
育
児
で
不
安
な
思
い
や
、

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

。
次
の
区
内
の
3
ヵ
所

の
保
育
園
で
は
、
経
験

豊
か
な
保
毋
が
育
児
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
子
育
て
を
楽

し
め
る
ふ
つ
に
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
　

(
秘
密
厳
守
)
。
相
談

方
法
は
電
話
お
よ
び
面

接
で
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

=
▽
興
野
保
育
園
　
(

西
新
井
本
町
4
-
1
9

1
2
3
)
…
毎
週

月
・
木
曜
日
　
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0
▽

親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
-
2
9
-
6
)
:

‘
毎
週
水
・
金
曜
日
(
3
(
3
8
8
9
)
3

8
6
0
マ
新
田
保
育
園
　
(
新
田
2
-
I
-

1
0
)
毎
週
火
・
土
曜
日
酋
(
3
9
1
4
)

6
4
6
6

時
間
=
午
前
9
時
～
午
後
5
時
間
先
よ
准
本

庁
舎
・
児
童
助
成
係

保
育
園
児
募
集

　
両
親
が
働
い
て
い
た
り
、病
気
等
の

理
由
に
よ
り
、乳
幼
児
の
保
育
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
福
祉
事
務
所
で
は
随

時
、保
育
園
入
園
の
相
談
・
申
請
を
戞

け
付
け
て
い
ま
す
。た
だ
し
、年
齢
に

よ
っ
て
は
?
き
が
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。問
先
=
管
轄
の
各
福
祉
事
務
所
　

(
表
3
)表3

　福祉事務所一

覧

ひ
ろ

ば

催
し
物

☆
壮
年
倫
理
講
演
会
「ザ
・
決
断
」

6
月
1
9
日
(
占
、午
後
6
時
～
8

時
3
0
分
/
五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
/
無
料
/
正
畑

　
(
3
8
8
0
)
2
5
5
4

☆
家
庭
教
育
講
演
会
「子
供
の
能
力
を

活
か
す
お
母
さ
ん
の
一
言
」6
月
2
5

日
(
金
)
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
産

業
振
興
館
/
丸
山
貴
代
(
東
京
家
庭
教

育
研
究
所
)
/
無
料
/
白
岩

　
(
3
6
0
5
)
1
A
5

‥
募
集

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
若
葉
会
)
毎
週
土
曜

日
(
月
4
回
)
、午
後
7
時
～
9
時
/

梅
島
小
学
校
体
育
館
/
入
会
金
千
円
、

月
額
2
千
円
/
荒
川

酋
(
3
8
8
9
)
0
9
0
6

環
境
問
題
を
考
え
る

足
立
区
の
酸
性
雨
は
?

平
成
4
年
度
調
査
結
果
ま
と
ま
る

　
近
年
、全
国
各
地
で
酸
性
雨
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。雨
は
汚
染
さ
れ
な

い
状
態
で
は
n
H
(
ペ
ー
(
I
)
5
・

6
く
ら
い
の
弱
い
酸
性
奮
y
し
ま
す
。

こ
れ
に
産
業
活
動
や
都
市
活
動
に
よ
る

大
気
汚
染
が
加
わ
る
と
、
p
H
は
さ
ら

に
低
下
し
て
酸
性
雨
と
な
り
‘
'
ヂ
。

　
n
H
と
い
う
の
は
水
の
酸
性
度
を
示

す
尺
度
で
、
口
H
7
・
O
は
中
性
、
そ

れ
以
下
は
酸
性
、
そ
れ
以
上
は
ア
ル
カ

リ
性
で
す
。
お
酢
は
p
H
3
・
2
程
度

の
酸
性
で
す
。
大
気
汚
染
物
質
は
従
来

の
工
場
排
気
ガ
ス
に
加
え
、
近
年
は
自

動
車
な
y
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化

物
の
割
合
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た

、
近
隣
諸
国
の
大
気
汚
染
物
質
が
海
を

越
え
て
飛
ん
で
ぐ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
環

境
庁
が
行
っ
た
全
国
的
な
調
査
で
は
、
全
国

2
9
ヵ
所
で
掌
ん
べ
ん
な
く
口
H
4
-
5
程

度
の
酸
性
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
。

　
足
立
区
で
は
、
昭
和
6
2
年
か
ら
千
住
本

庁
舎
屋
上
で
独
自
に
酸
性
雨
を
測
定
し
て
い

ま
す
。
平
成
4
年
度
の
測
定
結
果
は
左
表
の

と
お
り
で
、
年
閖
を
通
し
て
p
H
3～
5
の

酸
性
と
な
っ
て
い
李
T
。
酸
性
雨
の
影
一
は

ま
だ
日
本
で
は
大
忝
な
問
題
と
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
し
か
し
酸
性
雨
が
長
年
続
け
ば
、

樹
林
の
減
退
や
湖
沼
の
酸
性
化
に
よ
る
魚
の

減
少
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
造
物
の
腐
食
な
ど

の
悪
影
I
が
心
配
さ
れ
ホ
ー
t
y
。こ
の
た

め
、窒
素
酸
化
物
の
主
要
な
発
生
源
で
あ
る

自
動
車
の
排
ガ
ス
規
制
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
地
球
に
や
さ
し

い
生
活
豪
心
が
け
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
で
す

。問
先
=
環
境
課
調
査
係
　
(
3
8
8
0
)
5

3
7
5

千住本庁舎屋上に般置した酸性雨測定器　

平成4年度酸性雨測定結果

5月25日号の「あだち広報」で、お知らせした「くらしの中のダニ、カビ退治法講演会」の講師が花岡旨氏に変更になりました〈足立保健所〉
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保
健
・
衛
生

動
脈
硬
化

予
防
教
室

日
時
=
7
月
6
・
1
5日
、1
0月
1
3日
、

午
後
し
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
=

区
内
在
住
の
方

内
容
―
毎
日
の
食
事

や
運
動
を
振
ひ
返
り
、
成
人
病
の
原
因

と
な
る
動
脈
硬
化
予
防
を
考
え
ま
す

定
員
=
4
0人

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

塲
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

夏
に
向
か
っ
て

ダ
イ
エ
ッ
ト

日
時
=
6
月
2
9
日
、7
月
6
日
、午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
(
2
日
制
)
対

象
=
食
べ
過
ぎ
が
気
に
な
る
方
、
減
暈

し
た
い
方

内
容
=
運
動
と
食
事
に
よ

る
正
し
い
ダ
イ
エ
ッ
ト
カ
法

持
物
=

筆
記
用
具
、
普
段
使
っ
て
い
る
ご
飯
茶

わ
ん
、
は
し

定
員
=
2
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

申
込
=

電
話

塲
・

申
・
問
先
=
甬
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

ス
リ
ム
に
な
り
た
い

栄
養
講
座

食
物
せ
ん
い
の
上
手
な
と
り
方

と
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

日
時
=
7
月
7
・
1
4
日
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
内
容
り
1
日
目
:
太

り
に
く
い
食
べ
方
と
は
?
調
理
と
試
食

(ご
飯
茶
わ
ん
、
小
皿
、
は
し
、
筆
記

用
具
を
持
参
)
2
日
目
・
:
体
重
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
と
運
動
(
運
動
し
や
す
い
服
装

と
靴
、
日
本
手
ぬ
ぐ
い
を
持
参
)

定

員
=
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

動
物
無
料
健
康
相
談

と
犬
の
登
録
・

狂
犬
病
予
防
注
射

日
時
等
=
表
4
の
と
お
り

内
容
=
足

立
区
獣
医
師
会
に
よ
る
勦
物
の
飼
い

方
、
健
康
相
談

費
用
=
無
料
(
会
場

で
は
、
今
年
度
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
が
済
ん
で
い
な
い
犬
の
登
録
、
注

射
も
行
い
ま
す
)
。
問
先
り
足
立
保
健

所゙
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

干
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

ぺ
ッ
卜
も
家
族
の
一
員
で
す

生
活
環
境

都
市
計
画
の
案
を

縦
覧
し
ま
す

次
の
都
市
計
圃
の
案
を
縦
覧
し
ま

す
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る

方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
区
長
に
対
し
、

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
東
京
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
(
足

立
区
決
定
)
の
変
更
(
追
加
)

区
域
=

入
谷
四
丁
目
、
入
谷
町
、
舎
人
町
、

舎
人
五
丁
目
、
舎
人
一
丁
目
、
皿
沼
三

丁
目
、南
花
畑
五
丁
目
、鹿
浜
三
丁
目
、

青
井
五
丁
目
、
江
北
一
丁
目
、
興
野
二

丁
目
、
入
谷
五
丁
目
、
舎
人
三
丁
目
、

古
千
谷
四
丁
目
、
伊
興
四
丁
目
、
伊
興

二
丁
目
、
竹
の
罹
一
丁
目
、
柬
保
木
閭

一
丁
目
、
花
畑
二
丁
目
、
鹿
浜
五
丁
目
、

西
新
井
七
丁
目
、
栗
原
四
丁
目
、
平
野

一
丁
目
、
六
町
二
丁
目
、
谷
中
五
丁
目
、

谷
中
四
丁
目
、
谷
中
三
丁
目
、
谷
中
二

丁
目
、
大
谷
田
四
丁
目
、
東
和
五
丁
目
、

江
北
五
丁
目
、
江
北
一
丁
目
、
扇
二
丁

目
各
地
内
期
間
1
6
月
2
4
日
～
7
月

8
日

場
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
都

市
計
画
係

舎
人
・
入
谷
地
区
の
方
は

住
所
の
表
し
方
が

8
月
1
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

□
住
所
の
表
し
方
が
変
わ
る
地
区

舎
人
町
、
入
谷
町
、
舎
人
丁

二
丁

目
、
古
千
谷
四
丁
目
の
各
一
部
と
舎
人

四
・
五
丁
目
の
全
域

□
番
地
か
ら
住
居
番
号
に
変
わ
り
ま
す

住
居
表
示
で
は
、
建
物
に
番
号
を
付

け
て
住
所
を
表
し
ま
す
。
従
来
の
「
番

地
」
は
住
居
表
示
を
実
施
し
た
日
か
ら

使
用
h
ま
せ
ん
。
新
し
い
住
居
番
号
の

通
知
(
(
ガ
キ
)
は
&
月
中
旬
か
ら
足

立
区
の
腕
章
を
付
け
た
委
託
業
者
が
配

布
し
ま
す
。

□
各
建
物
に
は
「
戸
番
標
」
を
取
り
付

け
ま
す
。
ま
た
、
町
の
街
区
番
号
膏
y

す
街
区
表
示
板
を
見
や
す
い
所
に
取
り

付
け
ま
す
。
7
月
か
ら
区
の
腕
章
を
付

け
た
委
託
業
者
が
伺
い
取
ひ
付
け
豕
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
8
月
1
日
以
降
に
建
物
等
を
新
築
・

改
築
す
る
場
合
は
「
新
築
(
新
設
)
届
」

が
必
要
で
す
。
建
築
確
認
書
一
式
と
印

か
ん
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
住
居
表
示
担

当

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

都
市
計
画
法
お
よ
び

建
築
基
準
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
す

昨
年
6
月
公
布
さ
れ
た
都
市
計
画
法

お
よ
び
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
日
が
平
成
5
年
6
月
2
5

日
に
決
ま
り
ま
し
た
。主
な
改
正
点
は
、

用
途
地
域
の
細
分

化
、
用
旛
現
制
の

合
理
化
、
誘
導
容

積
制
度
の
創
設
、

開
発
許
可
制
度
の

改
善
、
木
造
建
築

物
に
係
る
制
限
の

合
理
化
等
で
す
。

用
途
地
域
の
指
定

替
え
に
つ
い
て

は
、
平
成
8
年
6

月
ま
で
に
都
市
計

圃
決
定
変
更
す
る

予
定
で
す
。

問

先
=
都
市
計
画
法

等
に
関
す
る
こ
と

千
住
本
庁
舎
・

都
市
計
画
課
/
建

築
基
準
法
等
に
関

す
る
こ
と

千
住

本
庁
舎
・
建
築
審

査
課
、
建
築
指
導

課

表4 平 成5 年 度畜犬登録と狂犬 病予防整理注射会場
◎ 実施時間午前11時～正午干住保健所管内 ◎ 実施時間午後2時～3時足立保健所管内

※ 雨天実 施 登録料2, 100円 注 射消費 料480円 注射料2, 750円 計5, 330円

みんなの健康
足 立 保 健 所**3855- 4151
千 住 保 健 所 き3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所O3896- 4004
串 和 保 健 相 談 所O3606- 4171 

央 本叨 保 健 相談 所**3880- 5351
干住本庁 舎保健予防係**3882- 1111 ㈹

福

祉

(福
)医
療
証
は
7
月
1
日

切
り
替
え
で
す

6
5歳
か
ら
6
9歳
ま
で
の
方
が
現
在
お

持
ち
の
偖
医
療
証
は
、
6
月
3
0日
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

新
し
い
備
医
療
証
は
、
6
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
方
に
は

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
ノ

老
人
保
健
法
医

聚
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
/
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
/
社
会
保
険

の
被
保
険
者
(
本
人
)
/
生
活
保
護
(
医

潦
扶
助
)
受
給
中
の
方
/
制
限
額
以
上

の
所
得
の
あ
る
方
(
表
5
)

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者
医
療
係

平 成5 年 度
表5 (福)所 得制 限限度 額表

※ 3 人 以上 は、 原 則 と し

て 扶 毒 人 家 が1 人 増 覃
ご と に 、35万 円 を 加 算 。

● 所 得 は 平成4 年 中 の も
の が 対 象 で す。

政
治
家
等
の
寄
附
は
禁
止

有
権
者
の
寄
附
要
求
も
禁
止

政
治
家
等
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
て
寄
附
奮
T
る
こ
と
は
、
い

か
な
る
名
義
を
も
っ
て
す
る
も
の
で

も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
附
に
は

金
銭
だ
け
で
な
く
品
物
も
含
ま
れ
、

お
祭
n
な
ど
の
寄
附
は
も
ち
λ
ん
の

こ
と
、
お
中
元
な
ど
蚤
贈
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。
有
権
者
が
、こ
れ
ら

を
要
求
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

て
。
威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰
さ
れ

ま
す
。

ま

た
、
政
治
家
等
は
、
暴
中
見
舞

い
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
に
つ
い
て

も

、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も

の
を
除
き

、
出
窰

」と
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。「
贈
ら
な

い
、求
め
な
い

。

受
け
取
う

な
い

」
が
明
る
く
き
れ
い

な
選
挙
に
つ
な
が
n
ま

す

。

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
選
挙
管
理

委
貝
会

掲
示
板

□
同
和
対
策
事
業
「
製
靴
技
能
講
座

ス
牛
・
折
込
コ
ー
ス
」受
講
者
募
集

7
月
5
・
6
・
8
・
9
・
1
2
・
1
3
日
、

午
後
6
時
～
9
時
1
0
分
/
1
4
人
/
無

料
/
申
込
=
6
月
2
1
・
2
2
日
、午
前

9
時
～
午
後
7
時
、直
接
窓
口
/
足

立
高
等
職
業
技
術
専
門
校
台
東
分

校
、
台
東
区
僑
場
1
-
1
-
6
(

都

立
産
業
労
働
会
館
内
)

(
3
8
7
6
)
2
9
6
1

□
再
就
業
看
護
婦
等
講
習
会
7

月

1
3日
1
2
2日
、
午
前
1
0時
～
午
後
4

時
/
足
立
壽
護
情
報
セ
ン
タ
ー
(
J
R

・
地
下
鉄
北
千
庄
駅
)
/
保
健
婦
・

助
産
婦
・
詈
護
婦
ま
た
は
准
看
護
婦

の
資
格
を
持
つ
方
で
、
就
職
を
希
望

し
て
い
る
方
/
職
場
を
長
く
離
れ
て

い
た
た
め
不
安
を
お
持
ち
の
方
の
た

め
に
最
新
の
医
学
や
看
護
の
情
報
を

提
供
す
る
講
習
会
/
電
話
ま
た
は
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
資
格
を
明
記
6
月
2
8日
ま

で
/
都
・
看
護
課

〒
1
6
3
-
0
1
西
新

宿
2
-
8
-
1

(
5
3
2
0
)
4
4
4
4

―危 険物その時そ の揚が正念揚 ―危険物安全 標語<東京 消防庁〉
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平
成
5
年
春
の
叙
勲
・
褒
章

区
関
係
で
1
8人
が
受
章

平
成
5
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
の
受
章

者
が
発
表
さ
れ
、
区
関
係
で
1
8人
の
方

が
晴
れ
て
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
区
で
は
6
月
1
0日
に
叙
勲
・
褒

章
の
受
章
者
を
招
き
、
永
年
に
わ
た
る

社
会
へ
の
功
労
に
対
し
感
謝
し
、
祝
福

し
ま
し
た
。
今
回
の
受
章
者
は
、
次
の

方
々
で
す
。
(
敬
称
略
)

《
叙
勲
者
》
▽
伊
達
稲
美
(
7
3歳
)
・
:

勲
二
等
旭
日
重
光
章

▽
苅
部
侯
雄

(
7
0歳
)
・・・勲
二
等
瑞
宝
章

〉
國
井

賓
(
7
0歳
)
・・
'勲
三
等
瑞
宝
章

〉
竹

永
一
雄
(『
に
歳
』
・
:勲
四
等
旭
日
小
綬

章

▽
大
久
保
新
雄
(
7
9歳
)
…
勲
五

等
双
光
旭
日
章

▽
川
名
善
男
(
7
0歳
)

・
:勲
五
等
双
光
旭
日
章

▽
酒
井
省
三

(
7
6歳
)
…
勲
五
等
双
光
旭
日
章

口

古
山
俊
彦
(
7
0歳
)
・
:勲
五
等
双
光
旭

日
章

▽
朝
日
愽
(
6
2歳
)
・
:勲
六
等

単
光
旭
日
章

マ
中
山
窩
藏
(
7
5歳
)

・
:勲
六
等
単
光
旭
日
章

▽
飯
沼
文
子

(一口
歳
)
・
:勲
六
等
宝
冠
章

マ
河
野

靜
男
(
6
2歳
)
・
:勲
六
等
瑞
宝
章

▽

鈴
木
貞
三
(
6
5歳
)
…
勲
六
等
瑞
宝
章

▽
阿
出
川
図
夫
(
6
7歳
)
…
勲
七
等
青

色
桐
葉
章

マ
佐
々
木
久
郎
(
6
7歳
)

・・・勲
七
等
青
色
桐
葉
章

▽
瀬
田
和
夫

(
6
0歳
丁
・勲
七
等
青
色
桐
葉
章

〉

林
武
三
(
7
2歳
)
…
勲
七
等
青
色
桐
葉

章

《
褒
章
者
》
マ
市
川
吉
三
郎
(
6
7

歳
)
…
黄
綬
褒
章

《
総
務
課
》

回
収
場
所
が
増
え
ま
し
た

6
月
1
日
か
ら
左
表
の
施
設
で
も
使

用
済
み
乾
電
池
・
叭
パ
ッ
ク
の
回
収
を

始
め
ま
し
た
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
係

さ
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

新たな回収場所

※ 足立西郵便局および足立北郵便局は既gこ乾電池の回収は行われて

いるので、紙パックの回収のみ増えることになります。

郷土博物館
臨時休館のお知らせ

郷土博物館では、収蔵庫および

展示室の害虫・カビなどの防除作
業を行うため、6 月21日( 月) の
平常休館日のほか6 月22日( 火)
を臨時休館します。
問先= 郷土博物館03620 ―9393情 報 コ ー ナ ー

親子で体験学習しませんか

夏休み親子施設見学会
日時=7月22・23日、午前9時～午
後4 時 対象= 区内在 住の小学生
とその保護者( 親子一 人ずつに限

り ます) 内容= 牛乳 パックで紙
すき 、プ ラネタリウムで 夏の星空
観察、足立の歴史発見など の体験
学 習をし ながら区内の 施設を バス
で 巡り ます。 定員= 両 日とも15
組 、30人 費用= 無料( 昼食は 。

各自持 参) 申 込= 往復ハガキに
住所、 親子の氏名、年齢、学年、
電話番 号、希望日、「親子施設見学
会希望」 と明 記 期限=6 月30日
必着 申・問 先= 千住本庁舎・広
報課 〒120 千住1- 4- 18
3882- 1111 ㈹

民俗探訪会
『三匹獅子舞を見る』

説明会日時=6月27日( 日) 、午後
1時～3時内容=足立周辺の祭
礼で行われ る郷土 芸能 「三匹獅子
舞」の見学学習会です。( 全8 回予
定、日程につい ては説明会のとき
にお知らせし ます) 定員=30 人
費用= 無料( 交通費は除く) 申
込= 往復ハガキに 住所、氏名、年
令、「獅子舞希望」と明記 期限=6
月23日必着 場 ・申 ・問先= 郷

土博 物館 学芸 係 〒120 大 谷田5- 20- 1

　3620- 9393

アパレル講習会
日時=6月24日( 木) 、午浚6時～
9 時 場 所= エ ル・ソ フ ィ ア

対 象= 縫製業に携わる方　内 容=
縫製 工場の現状と 対策( 中国 の縫
製工 場のビ デオ上映、時短 の進め
方の 講演) 、最新縫製機器の 展示　
講師= 川田 克巳氏( 昭和 ジューキ
㈱取 締役東京支店 長) 定員 二5{ }
人 費用= 無料 申込= 電 話 期
限=6 月22日 申・問先= 中 央本
町庁 舎・工業 振興係
03880- 5191

公開講座= 母と子を考える

『母、住井すゑを語る』

日時=7月1日( 木) 、午前10時～
正午 対 象= 区民 の方 内容=

戦前戦後の激 動期を 生きぬき今も
健 筆ぶりを 発揮し ている作家、住
井すゑさんと の関係 を、行動する
女同士とし て、さら に母子として
のつながりを振り返り 語っていた

だ き ます 講 師= 増 田 れ い子 氏
(ジ ャー ナリ スト) 定員=30 人
(抽選) 申 込方法= 往復ハガキ
に住所、氏 名、 年齢 、職業、電話
番号、「母と子を考える 、公開講座
希望」と明記 期限=6 月24日必
着 費用= 無料 申・問 先= 女性
総 合センタ ー 〒123 梅 田7- 33- 1

エル・ ソフ ィア内
3880- 5222

女と男のフリースペース

『相撲社会に生きる
おかみさん稼業は』

日時=6月25日( 金) 、午唆6時30
分～8時30分　対象=区民の方　
内 容= 力 士は今、夏 稽古に励んで
い る真っ最中。 今回 の「フリース
ペ ースJ は、足立区 に部屋を構え
る玉 ノ井部屋のお かみさん、志賀
千 夏 さん をゲ スト に お 迎えし ま
す。お かみさん稼業に 飛び込んだ
いき さつ、力士の 日常生活やエピ
ソ ード など を 語 って い ただ き ま

す。 定員=30 人( 先着順) 費用=
無 料 申 込力 法= 電 話 申・問
先= 女 性 総 会 セ ン タ ー 〒123
梅田7- 33- 1 エ ル・ ソフ ィア
内 　3880- 5222

工業用ミシン縫製技能講習会
日時=7月5日～23日( 土・日を
除く15日間) 、午前10時～午後3時　
場所= 動労福祉サ ービ スセンタ

ー 対象= 区内在住の 方 費用=
無料( 教材費の一部 負担あ り)
定員=16 人( 先祷順) 申 込=6

月24日、午前9 時からセンター窓
口、住所を確認できるものを持参
してください( 保険証等) 申・
問先= サービスセンターゆう
3838―3586

環境探険隊
第2回 「綾瀬川の秘密を探る」
日時=6月26日( 二t ) 、午後2時～
7 時 場所= 青年センタ ー( 綾

瀾川への移動有) 対象= 青年男
女 内容= 綾瀬川の水質の薦 定や
川の観察をし て話し合います( 今

後年間を通して定期的に実施予
定) 定員30 人( 先着順) 費
用= 無料 申込=電 話 申・問
先= 青年センター03890 ―0061

あなたの相談室 問合せ先 足立区役所干住本庁舎・1 階区民相駁室
所 在 地 干 住1- 4- 18f 13882- 1111 ㈹

困ったこと や心配なこと がありましたら 、お気軽にご利用ください( 無料・秘密厳守)

「あだち広報」は再生紙を使用しています I . S. 240, 000


